
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

青森県青年海外協力協会(AOCA) 機関誌 

平成１９年9月号 (200７,9) 
発行： 青森県青年海外協力協会事務局 

編集担当： 大賀重樹（5－1ホンデュラス） 

青年海外協力協会機関誌「あ

まにゅう」は、主に青森県出身

の青年海外協力隊の参加経験者

からなる団体の機関誌です。こ

の機関誌を年４回定期的に発行

することを通して、県内在住の

ＯＢ・ＯＧの情報交換をするほ

か、私たちの活動に興味のある

方々に私たちの活動についての

理解を求めるとともに、国際協

力・国際理解の輪を広げること

を目的として発行します。 
「あまにゅう」の由来 
「あまにゅう」は八甲田をはじ

めとした、高山にあり、きれい

な白い花をさかせる植物です。   

普段は人知れず咲いているの

ですが、一旦山に登ると大きく

てはっきりと確認できる植物で

す。青森に住んで、世界のこと

を考えながら決して途上国への

情熱を忘れない、そんな協力隊

経験者と通じるところがあるよ

うで、機関誌を作ったときにそ

の名前を採用されました。 
なお、名付け親は川村宏義氏「あ

まにゅう」の初代編集者です。 

         より活発に  ＡＯＣＡ 
            会長  高山幸人（Ｈ５－１ ミクロネシア連邦 日本語教師） 
 
 あまにゅう誌上では、みなさん、お久しぶりでございます。ご挨拶が遅れた方が多い

と思いますので改めてこの場をお借りして。 
５月に開催されました通常総会で会長の重責を仰せつかることになりました。今年度と

来年度、皆様のご協力とご指導をいただきますよう心からお願い申し上げます。ＡＯＣ

Ａは、今年度、設立３５周年を迎えています。 
４月の役員会、春募集説明会 
５月の総会、保健大学での応募相談会 
６月のエッセイコンテスト、１９－１激励会 
７月の２次選考勉強会、八甲田丸港フェスタでの出展 
８月の新町ふれあい広場での出展 
後半も帰国隊員歓迎会、派遣隊員激励会、生涯学習フェア出展、ミニインターナショナ

ルフェア出展、秋募集説明会、忘年会、２次選考勉強会などなど盛りだくさんです。 
ＯＢＯＧと出会えば、また県民の方に話すことで、あの２年間を思い出すことができま

す。楽しかったことも辛かったことも全てがよい思い出に変わることでしょう。 
これからも１人１人によき思い出を語り合える機会がありますのでぜひ参加してみて

ください。どなた様も大歓迎です。 

初めましてＪＩＣＡデスク ＮＥＷ ＦＡＣＥ！ 

           
 みなさん、こんにちは。４月から相馬さんにかわりJICA 青森デスクで国際協力推
進員をしています熊谷 彩子(くまがい さいこ)と申します。 不安を抱き、出身の岩
手から青森まで来ましたが、AOCA のみなさんがとても友好的に接してくれて、また
活動も精力的にサポートしてくれて助かっています。少々甘えすぎですが・・。私は西

アフリカのブルキナファソに稲作隊員として派遣されました。電気・水道のない生活を

２年間して、帰国後、電気をつけるという習慣を忘れたくらいボケボケしています（笑）。

協力隊時代は出会いがたくさんありましたが、日本でも推進員という仕事に就いてさま

ざまな方々との出会いがあり楽しんでいます。相馬さんのように貫禄？はなく頼りない

私ですが、これからもよろしくお願いします。 
下の写真は、ドロー（トウモロコシで作った地酒）の飲み場。情報交換の場にもなる

ので、日々通っていました。どぶろくのような味でおいしかったですよ。 
                         

 

 

あふれるパワーで大活躍中！ 
青森市のアスパム横の水産

ビルの 5 階、青森県国際交
流協会のオフィスの中に

JICA 青森デスクがありま
す。かわいい笑顔を見たい

方、アフリカでの過酷な生

活を聞きたい方、ぜひぜひ

おいで下さい。 

AOCAメールマガジン 
好評 配信中！ 

 
AOCAの活動情報、国際交
流、国際協力に関する情報

を登録された方にメールで

一斉に配信するシステムで

す。登録は無料となってい

ますので、下記のような方

はぜひ参加してください。 
 パソコン、携帯電話等で

メールを受信できる方であ

れば、どなたでも参加でき

ます。 
◎国際交流の情報を得たい 
◎将来、青年海外協力隊に

参加したい 
◎国際理解、国際交流の活

動に参加したい。 
◎AOCAと交流したい 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ブースが大盛況！ 八甲田丸港フェスティバル 
高山 幸人（５－１ ミクロネシア連邦 日本語教師） 

 ７月２０・２１日に行われた八甲田丸港フェスタの報告です。参加者 
の途上国やＪＩＣＡボランティア事業の紹介を目的にブースを出展しま 
した。具体的には、マラウィコーヒーとバリコーヒーの試飲サービス、 
途上国クイズ、民芸品展示、ヨーヨーつり（人寄せ効果抜群！）、ふるさ 
と地球人放映、途上国音楽・・・・。 
 前評判通り、たくさんのお客さんが来ていました。親子連れ 
が多かったです。出展場所も会場入口と好条件でした。初めて 
の参加でしたが、上記の目的や色んな意味でやって良かったと 
思います。工夫次第では、もっと面白くなりそうなヒントも得 
ました。売り上げが１０,７００円ありました。 
また、熊谷彩子さんから、個人所有民芸品の収入１,２００円 
をＡＯＣＡに寄付していただきました。ありがとうございまし 
た。中村ＯＢ、大賀ＯＢ、對馬ＯＧ、小鷹ＯＧ、伊藤ＯＢ、大賀 
ＯＧ、對馬ＯＢ、大滝ＯＢ、熊谷ＯＧのみなさんお疲れまでし 
た。 
 

 
 
 
 
 
 
 

１９年度 １次隊も出発！！   大賀重樹（５－１ 小学校教諭 ホンデュラス） 
６月１２日に、１９年度１次隊の壮行会を青森市内で行いました。この日は、地球色の日焼け応援団の方も来てくださっ

たり、帰国したばかりの乗田ＯＢ、黒石で農業をやっている山田ＯＢ（東奥日報でも大きく取り上げられていました）や親

友、そして、これから訓練という村木さんも駆けつけてくださり、 
とても賑やかな壮行会となりました。 
新隊員    荻野 由佳さん（フィリピン 家畜飼育 十和田市） 

加賀谷郁子さん（パラオ   小学校教諭 黒石市） 
小林 昭二さん（ボリビア  農産物加工 南部町） 

帰国隊員  乗田 一洋ＯＢ    
応 援 団  田茂 直道さん 今井 康憲さん ほか 
派遣候補生 村木裕俊さん（１９－２ 果樹） 
ＡＯＣＡ  渡辺 淳一ＯＢ・三上 健治ＯＢ・高山 幸人ＯＢ 

川村 宏義ＯＢ・佐々木 常ＯＢ・対馬千佳子ＯＧ 
      相馬多一郎ＯＢ・山田 広治ＯＢと親友の方 
JICAデスク熊谷 彩子ＯＧ                 

      前列右から三番目が荻野隊員です 

青森県から続々出発・・１８年度 ３次隊 
氏   名      派 遣 国    職 種     出身地 

  佐田 快太さん    ルワンダ   食品加工        青森市 
   雪田 朋見さん   グァテマラ  村落開発普及員      青森市 
   清水麻衣子さん   イエメン   卓 球      八戸市 
   木下 直美さん   コスタリカ  食用作物・稲作  八戸市 

３月２６日に壮行会をしました。みなさん元気でご活躍下さい。 
★いつもお世話になっております。表敬訪問や壮行会のときは大変お世話になりました。コスタリカに着いてから早くも２

ヶ月が過ぎようとしています。首都での語学訓練も終了し、いよいよ5/21に任地に派遣となります。（木村直美さん） 
★今まで大きく体調を崩すことなく元気に過ごしております。大変遅くなってしまいましたが壮行会の写真を送ります。私

はルワンダに入って2週間ほど経ちます。今は雨季で最近は雨が多いですが、ホームスティ先の水道から水は出ません。4
月いっぱいは語学訓練で、現地語を勉強中です。まだ呪文のような言葉に聞こえますが、なんとか頑張っております。とり

あえず元気でやっております。（佐田さんのメールより） 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

AOCA では、メーリングリストを活用して、会員間の連絡を取り合っていますが、実は会員以外

にも活用している人がいます。それは派遣隊員です。メールを活用して、元気に活動してくださ

い。 

１７－３ パラグアイ、野菜隊員の吉田です。日本はもう初夏でしょうか。 
パラグアイは冬に入りかけています。１０度を下回る日もあり、暖房設備の無い私の家では青森よりも寒く感じ

る時もあります。あったかい温泉が恋しい、今日この頃です。今回、メールをしたのは私の活動の紹介のためで

す。JICAのページの一つに「世界HOTアングル」というものがあります。ありがたいことに、そこで私の活動
を紹介させてくれるというのでちょっと文章を書きました。つたない文章で、うまく紹介できてあるかわかりま

せんが、興味のある方はぜひ読んでいただけると、うれしいです。http://hotangle.jica.go.jp/ 
中南米→パラグアイ→吉田 可奈子 です。それでは また。 
 
みなさん、こんにちは！１６－３ 中国から帰国した小鷹里美です。この ML 初�参加のごあいさつでメール
しました。初めましての方も初めてじゃない方も、よろしくお願いします！4月 5日に帰国し、10日に地元に戻
ってきました。1か月がもうすぐ経とうとしていて、なんだかんだと用事を足しに外出てましたが、今はすっかり
落ち着き、日本のリハビリしています。最近弘前公園に桜祭りに行ってきたんですが、あー4月に帰ってきて良か
った！！と満開の桜を見てしみじみと感じました。地元もあまり変わってなくて、田舎はやっぱり田舎だなーと 

笑 （私はつがる市在住です♪）しばらくはまだ地元にいるつもりなので、機会があれば何かイベントに参加して、
みなさんとお近づきになれればと思っています。多少ですがあやしい中国語もできますので、中国語で困った時

などはご一報ください。（あんまり役に立ちませんが 笑） 
 

 

平成１９年度通常総会報告  高山幸人（Ｈ５－１ ミクロネシア連邦 日本語教
師） 

 5月19日（土）～20（日）にかけて、おいらせ町にある「カワヨグリーン牧場」で通常総会が開かれました。出席者は、AOCAから

渡辺OB、中村OB、対馬OG、熊谷OG、乗田OB、南澤OB、川村OB、小笠原OG、山本OB、山本OG、高山OB
の 11人、JOCAから2人、JICAから甲斐東北支部長でした。以下は、総会で話し合われた主な内容です。 

★ 2008年度には JICAと JBIC の円借款部門が統合して新 JICAが発足し、技術協力、無償資金協力、有償資金協力の3つを

一元的に実施する援助機関となる。 

★ 青森県の場合は特に国際理解教育やJOCV広報についてもOＶ会が中心に行っているが、JICAがＯＶをどう位置づけるの

かを考えていって欲しい。 

★ 他のOV会では会費だけで独立してやっていっているところもある。OＶ会運営のための財源として、これから独自の運
営、財源をどうして行くかを考えていくことが必要。 

★ JOCAの地域実戦者ネットワーク事業は、社会還元活動に必要な情報共有や相互アクセスが可能となるよう、国内外に
住む実践者（OV）をネットワークで結ぶ。JOCV初代事務局長の本に「私の協力隊事業の最高目標は、帰国隊員が地
域に根付いて活動していくこと」という言葉がある。 

★ 青森ケーブルテレビの出演。千葉OG、高山OB、大賀OB、對馬OB、伊藤OB、山本OG、駒田OG、上森ＯＧ、相馬OB、

渡辺OBの10名。自宅や職場での取材で2月～3月にかけて放送された。また、ケーブルテレビの担当者がDVD を作っ

て寄贈してくれた。 

★ 教員や行政職員の JOCV 経験者の採用枠というのが全国で広がっているが、青森では遅い。応援団、AOCA、ＪＩＣＡで、県

教育委員会などに採用枠を要求していきたい。 

★ OＶが持っている経験は売りになる。少し実費などを支払ってもらうという経営的なマインドを持っていく必要もある。例えば、

青森ケーブルテレビに出演したときに謝金などをいただき、それをＡＯＣＡの財源とするとか。 

★ インフォネット会について、協力隊のOＶではなくてもOＶ会の活動に興味がある方や、協力隊には参加できなくても国際交

流に関わっていきたいというかたにも参加の場を提供しようという趣旨でMLを立ち上げる。 

★ 自立した団体にむけて、19年度予算では、懇親会費を増やしている。OＶには負担が少し多くなる。 

★ 会員名簿については、AOCA の会員名簿を総会資料として出していたが、個人情報保護法のために渡すことを自粛してい

た。しかし、AOCAの事業やOＶの横のつながりがなくなるという支障があるため今回は紙ベースで配布することとなった。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（編集後記）あっという間に夏が終わりました。ＡＯＣＡでは、毎月さまざまな活動を行っていますが、新しいＯＢＯＧの参加があると本当に活

気が出てきます．ぜひ時間を作って、参加しませんか。家族で参加できる企画も考えていきたいと思います。この「あまにゅう」へのご意見ご感

想は大賀まで．メールアドレスは、momotarooga@ybb.ne.jpです。 

電話＆FAXは、ＪＩＣＡデスク熊谷までお願いします。（電話０１７－７３５―２２４９ FAX０１７－７３５－２２５２） 

事業報告 
４月１４・１５日   役員会  西目屋村にて開催 

４月２０・２１・日  協力隊春募集説明会 各地で開催 

５月１２日（土）   国際交流地域ミーティング 県国際課主催 高山ＯＢ出席 

５月１９日（土）   中学生エッセイコンテスト担当者会議 ＪＩＣＡ東北 大賀ＯＢ出席 

５月１９・２０日   平成１９年度ＡＯＣＡ通常総会開催 おいらせ町にて開催  

５月２６・２７日   平成１９年度第１回評議員会・第２４回通常総会開催 ＪＯＣＡ（広尾） 高山ＯＢ出席 

５月３０日（水）   ＪＯＣＶ応募相談会 県立保健大学「地球のステージ」サイドイベントとして開催 

６月１２日（火）   平成１９年度一次隊前期壮行会 青森市にて開催 参加多数 

７月８日（日）   ＪＯＣＶ春募集二次試験対策勉強会 青森市アウガにて開催 高山ＯＢ・相馬ＯＢ・熊谷ＯＧほか 

７月２０・２１日   八甲田丸港フェスタにブース参加 中村ＯＢ・小鷹ＯＧ・対馬ＯＧ他参加多数 

８月１９日（日）   新町ふれあいフェスタにブース参加 熊谷ＯＧ・伊藤ＯＢほか 

 

今後の主な予定から 

９月２６日（火） 平成１9年度２次隊・シニアボランティア 壮行会 １８：３０～ 

場 所：日本海庄や（青森駅前店）（JICAの相馬で予約済み） 青森市安方１-３-２６ ℡ ０１７-７７６-８７３１  会費 ４０００円 

職種と任国 ：皮革工芸（（ブータン）・観光開発（アルゼンチン）・建設機械保守管理（ブルキナファソ・エジプト） 

小学校教諭（ブルキナファソ）・ 以上SV３名、隊員２名。 

９月２９日（土） ミニ・インターナショナル・フレンドシップ・フェア（三沢）１０：００～１６：００ 

  場 所：三沢国際交流教育センター    主 催：ミニ・インターナショナル・フレンドシップ・フェア（三沢）実行委員会 

  募 集：青森県国際交流協会ブース内にJICAコーナーを出しますので、お手伝いを募集します。（JICA謝金あり） 

９月２９日（土） 生涯学習フェア ９：００～１７：００ （場 所：青森県総合社会教育センター 一階ロビー） 

主 催：青森県民カレッジ事務局      募 集：AOCAでブースを申し込んでいるので、お手伝いを募集します。 

10月 17日（水）ＪＩＣＡボランティア秋募集募集説明会 八戸 10月 26日（金）弘前 10月27日（土）青森 
  詳細は、ＪＩＣＡデスクの熊谷まで連絡下さい。多くのＯＢＯＧのサポートをお願いします。 

「ふるさと地球人」 企画番組部門優秀賞受賞 
大賀 重樹（５－１ ホンデュラス 小学校教諭） 

「ふるさと地球人」は、青森市内に在住する青年海外協力隊経験者に体験談を聞く番組（各回30分）として、今年1月
から 10回シリーズとして制作され、放映されました。番組の中から、第 6回放映の作品が出品され、第 33回日本ケーブ
ルテレビ連盟主催の番組コンクールで、全110作品の中から、「企画番組部門 優秀賞」に選ばれました。全国のケーブル
テレビの番組コンクール「CATVネットワーク～すばらしき私の街～スペシャル」で、今回の優秀賞受賞を受け、八戸のケ
ーブルテレビやNHK衛星放送でも「ふるさと地球人」が放映されました。スゴイです。みなさんもぜひご覧下さい。 
 

第１回 「保育園で地域を拓く」     インド西ベンガル    千葉たか子 
第２回 「子供たちとともに」      ミクロネシア連邦    高山 幸人 
第３回 「日本はミラクルじゃない」   ホンデュラス共和国   大賀 重樹 
第４回 「自ら探した養鶏プロジェクト」 コートジボアール共和国 對馬 均 
第５回 「算数を正しく学ぶ３分間」   バングラデュ人民共和国 伊藤 教之 
第６回 「手洗い、つめきり、大きな薬」 ラオス人民共和国    山本加奈子 
第７回 「国旗に野菜を潜ませる」    ドミニカ共和国     駒田 亜衣 
第８回 「出会えない人と出会う」    モルディブ共和国    上森友記子 
第９回 「隔たりを超え、未来へ」    ラテンメリカ      相馬多一郎 
第10回 「協力隊、受け継がれる思い」  ラオス人民共和国    渡辺 淳一   

 
ＤＶＤが、水産ビルに置いてあ

ります。いつでも見られます！ 


